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広報おおず 2003 8月号

大
洲
市
議
会
6
月
定
例
会
は
6
月
刊
日
か
ら
お
日
ま
で
の
日
日
間
で
聞

か
れ
ま
し
た
。
予
算
関
係
ア
件
、
条
例
関
係

5
件
、
人
事
案
件

1
件
、

そ
の
他

9
件
の
計
包
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願

4
件
、
陳
情

4
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
の
議
案
提
案
内
容
(
要
旨
)

財
源
減
少
と
い
う
厳
し
い
状
況
下
で

施
策
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
選
択

し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
配
分
と

経
費
支
出
の
効
率
的
運
用
に
努
め
る

と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
と
が
協

圃

働
し
て
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
-

を
よ
り

一
層
推
進
し
ま
す
。

-

地
方
交
付
税
の
減
額
や
市
税
の

-

減
収
が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
状
況

-

の
中
で
、
財
源
の
見
通
し
が
つ
い
-

た
事
業
を
中
心
に
予
算
計
上
し
ま

-

し
た
。

圏

平
成
凶
年
度

一
般
会
計
の
決
算
F

状
況
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ
当
初
計

圃

画
ど
お
り
の
財
政
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
別
会
計
や
企
業

会
計
も

一
部
を
除
き
黒
字
決
算
と
な

っ
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
で
住
民
の

連
帯
感
や
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
域
に

快
適
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
阿

蔵
・
古
久
米
武
田
地
区
の
集
会
所
を

建
設
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
が
著

し
い
八
多
喜
・
岩
津
地
区
、
徳
森

・

野
久
保
地
区
の
集
会
所
を
修
繕
し
、

戸
数
が
増
加
し
た
菅
田
・
朝
日
地
区

の
集
会
所
を
増
築
し
ま
す
。

合
併
協
議
会
小
委
員
会
で
新
市
の
名

称
、
将
来
構
想
な
ど
を
協
議

新
し
い
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
「
新
市
将
来
構
想
の
概
要
版
」

や
協
議
経
過
や
予
定
な
ど
を
載
せ
た

「
市
町
村
合
併
だ
よ
り

・
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」
を
各
世
帯
に
配
布
し
、
内
容
を

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

大
洲
児
童
館
を
移
転
改
築

大
洲
城
周
辺
整
備
の
た
め
移
転
が

必
要
に
な

っ
た
大
洲
児
童
館
の
改
築

に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
大
洲
幸
楽
園

が
、
老
朽
化
し
た
大
洲
乳
児
保
育

園
所
を
平
成
日
年
度
に
改
築
す
る
こ

圃
と
に
な
り
、
事
業
費
の

一
部
を
補

圃
助
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

圃
タ
バ
コ
育
苗
施
設
改
修
に
補
助

園

市
農
業
の
基
幹
作
目
で
あ
る
タ

圃
パ
コ
は
、
国
営
団
地
を
中
心
に
約

園
日
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
さ
れ
、
野

圃
菜
、
米
、
果
樹
に
次
い
で
農
業
粗

.
生
産
額
で
第
4
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
大
洲
市
・

喜
多
郡
の

耕
作
農
家
に
よ
り
タ
バ
コ
育
苗
施
設

を
改
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

町
並
み
景
観
を
保
全

大
洲
城
天
守
閣
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

鐙五費 l 
0集会所を整備します。
(阿蔵・古久米武田、菅田・

朝日、八多喜-岩津、徳

森・野久保) 1，521万円

| 震林水産業費 | 
0たばこ苗を育てるための施設の改修事業費の一部を
補助します。 151万円
。 「県営中山間地域総合農地防災事業J(麓、松久保の
排水路工及び松尾・平野、松久保の土留工)への負

担金を支払います。 1，109万円

0大洲長浜肱川|河辺の4市町村の電算システムを統
合するために基本設計を委託します。 840万円0三ノ丸商庖会の街路灯整備事業費を補助します。

54万円
。おはなはん通りや周辺の町並み景観を保全します。

1，000万円
0大別|城天守閣のタト構士事
(タト灯設備、ライトァ、ソプ

など)や、台所櫓、高欄

櫓の修理などを行います。

2，320方向

2 

0合併処理浄化槽を設置する際の補助金
加します。



外
灯
設
備
な
ど
の
外
構
工
事
や
、
台

所
櫓
、
高
欄
櫓
の
外
壁
、
木
部
修
繕

工
事
な
ど
を
本
年
度
か
ら

2
カ
年
計

画
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

景
観
保
全
を
進
め
て
い
る
お
は
な

は
ん
通
り
や
そ
の
周
辺
地
区
に
あ
る

建
物
の
う
ち
、
今
回
1
件
の
修
復
計

画
が
あ
り
、
こ
れ
に
補
助
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
老
朽
化
し
た
街
路
灯

の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
三
ノ
丸
商

店
会
へ
の
助
成
を
行
い
、
快
適
で
魅

力
あ
る
商
庖
街
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す。道
路
網
整
備
は
本
市
発
展
の
基
盤

高
速
道
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る

市
道
大
洲
徳
森
線
や
市
道
東
大
洲
口

号
線
、
日
常
生
活
道
路
な
ど
の
整
備

を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
ま
た
、
大

広報ああず 2003 8月号

....一般会計補正予算などが原案どおり可決されました。(6月25日・ 本会議)

洲
拠
点
地
区

(
東
大
洲
)
の
治
水
安

全
度
を
高
め
る
た
め
整
備
さ
れ
て
い

る
二
線
堤
な
ど
の
完
成
が
近
い
こ
と

か
ら
、
浸
水
区
域
の
拡
大
を
防
止
す

る
貯
留
施
設
の
構
造
・
規
模
な
ど
を

検
討
す
る
た
め
の
基
本
計
画
策
定
委

託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
環
境
整
備
に
最
大
限
努
力

改
築
中
の
大
洲
小
学
校
校
舎
の
整

備
と
あ
わ
せ
平
成
同
年
3
月
末
の
完

成
を
目
指
し
、
屋
内
運
動
場
改
築
工

事
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ

る
生
徒
に
自
立
で
き
る
教
育
環
境
の

場
を
提
供
す
る
た
め
平
野
中
学
校
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
と
と
も

に
校
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
を
図
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

市
総
合
体
育
館
に

つ
い
て
は
、
屋

根
の
全
面
防
水
改
修
、
ア
リ
ー
ナ
天

井
の
補
強
工
事
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
の
補
正
額
は
日
億

6
、

7
8
0
万

4
千
円
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
本
年
度
の
予
算
総
額
は
、

1
6
6
億

9
、

7
8
0
万

4
千
円
で

前
年
同
期
比
で

M
パ
ー
セ
ン
ト
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

人

事

案

件

人
事
案
件
に
つ
い
て
、
議
会
の
同

意
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

人
権
擁
護
委
員

上
野
マ
リ
ヱ

(大
洲
)
新
任

0東大洲11号線の道路
改良事業費を追加し

ます。

6，000万円

( 消防費 l 
0柳沢分団第1部(道成)と肱南分団第7部 (西大洲)に
小型動力ポンプ付積載車を整備します。 1，111万円
。三善分団第3部(東宇山)に小型動力ポンプを整備します。

157万円

。新谷分団第1部 (J11西)の消防車庫詰所を改修します。
63万円

O大洲小学校屋内運動場を改築します。
O総合体育館の屋上の防
水-天井の補強工事を行

います。 973万円

。平野中学校にエレベータ

ーを設置し、段差を解消

する士事を行います。

4，730万円

0大洲徳森線の道路改良事業費を追加します。
9，100万円

。集落を守るがけくずれ防災対策を行います。 6，458万円
O城山公園を整備するための物件調査や、園路 -植栽工事
などを行います。 4，600万円

。街路若宮東大別|線の道路改良事業費を追加します。

6，600万円

| 教育費

0大洲小学校校舎の工事費を追加し、備品を購入します。
3，301万円

2億3，930万円

? 

0二線堤整備のための事業費を追加します。
1億3，500万円

3 
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大洲市高齢者保健福祉計画・大洲市介護保険事業計画

， .老後の不安について
あなたは、自分の老後の壬活をどのように感じて

いますか?

皆
さ
ん
の
置
を
生
か
し
ま
す

大洲市地域福祉推進委員会(平成14年度)

近田宣秋 O副会長 三好康子

高
齢
者
福
祉
や
障
害
者
支
援
に
関
す
る
計
画
が
、
こ
の
た
び
大
洲
市
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

(
近
田
宣
秋
会
長
)
か
ら
の
答
申
を
受
け
て
2
冊
の
計
画
書
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
導
入
か
う
3
年
が
経
過
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
事
業
活
動
の
在
り
方
を
再
検
討
し
た
結
果
、
「
長
期
化
し
た
高
齢
期
を

『幸
福
で
健

や
か
に
生
き
る
』
体
制
の
構
築
」
を
目
指
し
た
計
画
に
な
り
ま
し
た
。

計
画
見
直
し
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
(
平
成
旧
年
度
実
施
)
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

長

役職名 氏 名

大洲市食生活改善推進協議会会長 伊賀上 芳子

大洲市区長会長会会長 一 宮保則

大洲市地域活動連絡協議会会長 井 上 幸恵

大洲市母子寡婦福祉連合会長 大野淳子

大洲市教育長 片 山 章史

地区社会福祉協議会長会会長 白石成子

大洲市女性団体連絡協議会会長 白石美子

大洲保健所長 新盛史子

喜多医師会会長 i車同 ヲ司氏p ラJ長E 又五五k 

大洲市ボフンァィア連絡協議会会長 竹田恭子

大洲市社会福祉協議会会長 近田宣秋

大洲市PTA連合会会長 寺尾幸記

大洲手をつなぐ育成会会長 富永香代子

大洲市福祉保健部長 西野茂一郎

大洲市民生児童委員協議会長 一 「己晶 『 コ詰事主雪之

大洲市身体障害者協議会会長 登尾正照

大洲市連合青年団団長 古河員澄

大洲市連合婦人会会長 =好康子

大洲市公民館連絡協議会会長 山 本敏和

大洲市老人クフブ連合会会長 佐田千鶴亀

。会

不安に感じている点は?
~不安を感じている人への質問(複数回答)~

伝記瓦一一ゴ竺分 平成10年度 平成13年度人数割合 人数 割合

病気や健康の問題 285 50.7% 239 47.0% 
病弱になった場合の介護の問題 282 50.2% 242 47.6% 
親と子の同居の問題 45 8.0% 25 4.9% 
住宅の問題 25 4.4% 35 6.9% 
生きがいの問題 46 8.2% 49 9.6% 
雇用・就業の問題 35 6.2% 53 10.4% 
財産や預金の問題 23 4.1% 34 6.7% 
年金や退職金の問題 120 21.4% 157 30.9% 
遺産相続の問題 7 1.2% 2 0.4% 
その他 11 2.0% 11 2.2% 

由
脚t
 
3
 

統
制
"い

υ酔命""判示
'

(資料)高齢者に関する市民意識調査

2.地区人口に占める65歳以よの割合
平成17年の高齢他率は、大洲市24.1%、愛媛県23.6%、

全国19.9%と予測されています。

地区高齢化率
~掬~

~ .. t硲，"

う三榊'"

平成10年度 |平成13年度
人数 |割合 |人数 |割合

164 1 29.2% 1 176 1 34.6% 

330 I 58.7% I 275 1 54.1 % 

59110.5% 1 501 9.8% 

9I 1.6% I 7 I 1.4% 
(資料)高齢者に関する市民意識調査

回答内容

大いに不安を感じている

少し不安を感じている

ほとんど不安を感じていない

無回答

q8.9% 

404% 

4 

45 
(%) 

40 5 I 0 I 5 20 25 30 35 
住民基本台帳登録者数 (平成15年1月31日現在)

肱南

久米

肱北

喜多

平

平野

南久米

菅田

大川

柳沢

新谷

三善

八多喜

上須戒。
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高齢者保健福祉・介護保険アンケー卜結果

5.ボランティア活動への参加意向と考え方
以前と比べ、無回琶の人が減少し、活動に参加

したいと考えている人が少しずつ増えてきていま

す。ボランティア活動への関山が高まっているこ

とがわかります。

平成
13年度

平成
10年度

平成
5年度

0% 20% 40% 60% 80% 

ロボランティア活動は重要であり参加したいと思う

ロ ボランティア活動は重要であるが参加したくない

ロ ボランティア活動は重要でないと思うし参加したくない

. 無回答

6.寝たきりのきっかけとなる転倒について
65歳以上の男女5，769人に「過去1年間に転倒し
たことがありますか?Jと質問した結果、加齢と
ともに転倒者が増加しているのがわかります。

%
0

5

0

5

0

5

0

 

《

4

3

3

2

2

1

1

年齢別に見た転倒者の割合
33.4 

21.3 

29.8 

男|女 II男|女
。

80-84 85歳以上

7.将来介護を必要とする人(見込み)
「計画期間中の人口推計」の結果と、「要介護認定

者割合Jの結果から計画期間中の要介護認定者数
を推計しました。

区分 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

要支援 241人 249人 257人 262人 266人

要介護 1 446人 459人 472人 479人 486人

要介護 2 238人 245人 252人 256人 260人

要介護 3 143人 148人 153人 156人 158人

要介護 4 185人 191人 197人 200人 204人

要介護 5 193人 199人 204人 207人 210人
.o. 計 1，446人 1，491人 1，535人 1，560人 1，584人Eコ

8.今後の重点目標
「壮年期死亡の減少jと「健康寿命の延仰j

働き盛りの人の死亡減少に努めます。また、/[j¥

身ともに健康で自立して生きることのできる期間

を延ばし、要介護高齢者の減少に努めます。

5 

3.居宅における介護の状況
市内に住む20歳~64歳の 1 ， 000人を対象に調査し、
508人から回答がありました。
寝たきりや痴ほうの高齢者を介護したことはありま

すか?

長雨¥ゴ空空 平成10年度 平成13年度
人数 割合 人数 割合

現在介護している 44 7.8% 31 6.1% 

以前介護したことがある 157 27.9% 96 18.9% 

介護したことはない 341 60.7% 370 72.8% 

無回答 20 3.6% 11 2.2% 

自分が介護を受けなければならなくなった場合、だ

れに介護を頼みたいですか?

「配偶者、恵三子、娘、恵三子の妻、娘の夫Jと答えた
人が全体の66.8%で、平成10年に比べ6.9%減少して
いますが、依然として高い比率で家族中山の介護を希

望する人が多いことがわかります。

平成10年度 平成13年度
一番に頼みたい人 その攻1:頼みたい人 一番lこ頼みたい人 そのまに頼みたい人
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

配偶者 308 54.8% 47 8.4% 246 48.4% 39 7.7% 
，息 子 14 2.5% 50 8.9% 8 1.6% 55 10.8% 

娘 72 12.8% 111 19.8% 78 15.4% 89 17.5% 
息子の妻 20 3.6% 41 7.3% 7 1.4% 19 3.7% 

娘の夫 。0.0% 0.2% 。0.0% 0.2% 

兄弟姉妹 9 1.6% 6 1.1% 10 2.0% 9 1.8% 

孫 。0.0% 0.2% 0.2% 3 0.6% 

車見 戚 0.2% 0.2% 。0.0% 2 0.4% 
親しい友人知人 。0.0% 。0.0% 0.2% 0.2% 

ホームヘMiーなど 39 6.9% 79 14.1% 51 10.0% 110 21.7% 

家政婦など 7 1.2% 17 3.0% 5 1.0% 13 2.6% 

病院・老人ホームなど 78 13.9% 106 18.9% 93 18.3% 112 22.0% 

そ のイ也 4 0.7% 。0.0% 。0.0% 。0.0% 
無回答 10 1.8% 102 18.1% 8 1.6% 55 10.8% 

4.老後の生きがいについて
「趣味や教養J(45.7%)をあげる人が最も多く、次
いで「家族とのだんらんJ(28.5%)、「吾どもや孫の成
長J(28.3%)、「旅行J(26.2%)、「友人や隣人などと
のつきあいJ(22.0%)となっています。

老後の生きがい 平成5年度 平成10年度 平成13年度

子どもや孫の成長 36.1% 28.8% 28.3% 

家族とのだんらん 36.3% 29.9% 28.5% 

友人や隣人などとのつきあい 21.4% 18.7% 22.0% 
仕事 6.5% 7.8% 6.3% 

旅行 15.8% 27.0% 26.2% 

レクリエーション・スポーツ等 6.0% 7.8% 12.0% 

趣昧や教養 27.9% 43.2% 45.7% 

老人クフブ・町内会等地域活動への参加 9.3% 6.0% 4.1% 

ボフンティア等社会奉仕活動への参加 8.6% 9.8% 10.8% 

その他 1.2% 3.0% 2.8% 
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障害者アンケート結果

(複数回答)困ったときの相談相手はだ、れです力、つ

人

250 r232 

200 

150 

100 

50 

0 

平成14年6月から7月にかけて障害者852人を対

象にアンケートを実施し、 565人から回答がありま

した。

そ
の
他

子親夫
・
妻

大洲市障害者計画1 

障害者が安心lして暮らせる地域社会の実現を図る

ための計画で、期間は、平成15年度から平成19年

度までの5力年です。

「施設から在宅ヘ」の基本的方向4 

昼間をどこで過ごしていますか?現在、

2 

障害者の雇用を促進するための制度が改正され、

状況が少しずつ進展していますが、まだ十分とはい

えません。県関係機関と連携し、積極的に働くi男を

確保する必要があります。

雇用・就業の促進

どんなところで働いていますか?昼間をどこで過ごしたいですか?将来、

37.6 
41.7 
% 
45.0 r 
40.0 
35.0 
30.0 
25.0 
20.0 
15.0 
10.0 
5.0 
0.0 

401 
人450

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

0 

人400 378 

350 

300 

250 

200 

150 

75 

農
林
畜
産
業

42 54 

自分の家

障害者の不安解消3 年金・手当などの制度5 

現在の悩みは何ですか?

% 41.6 
45.0二 43.7
40.0 
35.0 
30.0 
25.0 
20.0 
15.0 
10.0 
5.0 
0.0 

手当 ・年金を受けていますか?

人 200
180 
160 
140 
120 
100 
80 
60 
40 
20 。

6 

大
洲
市
高
齢
者
保
健
福
祉
事
業
計
画

大
洲
市
介
護
保
険
事
業
計
画

大
洲
市
障
害
者
計
画

【
平
成
四
年
}

叩
月
j
什
月

高
齢
者

2
千
人
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

【
平
成
刊
年
】

5
月
1
日

大
洲
市
地
域
福
祉
推

進
委
員
会
委
員
初
人
を

委
嘱

5
月
引
日

第
1
回
委
員
会

正
副
会
長
の
選
任
、
計
画

策
定
の
概
要

6
月
j

7
月

障
害
者
8
5
2
人
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

7
月

3
日

第

2
回
委
員
会

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

叩
月
刊
日

第
3
回
委
員
会

計
画
概
要
説
明

{
平
成
百
年
】

1
月

げ

日

第

4
回
委
員
会

計
画
案
及
び
介
護
保
険
料

見
込
み
額
説
明

2
月

M
日

第

5
回
委
員
会

最
終
説
明
及
び
計
画
に
関

す
る
答
申

3
月

5
日

計
画
に
つ
い
て
市
議

会
で
説
明

3
月
刊
日

市
議
会
で
介
護
保
険

条
例
の
改
正
に
つ
い
て
議

決

3
月
却
日

計
画
を
知
事
へ
報
告
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土佐清水市

大洲市

ト
ザ卜第
一
E
 
E
-
g
 
g
r
 

o

S
F
 

中 村市

八幡浜市

組

宿毛市

宇和島市

高知県

地
域
課
題
の
研
究
や
情
報
交
換
を

目
的
と
し
た
第
凶
回
四
国
西
南
サ
ミ

ッ
ト
が
、
6
月
3
日
、
リ
ジ

ェ
l
ル

大
洲
(
東
大
洲
)
で
聞
か
れ
、
四
国

の
西
南
に
位
置
す
る

6
市
の
首
長
・

議
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

「
6
市
町
村
の
連
携
が
な
け
れ
ば

四
国
西
南
地
域
の
発
展
は
困
難
」
と

石
橋
寛
久
会
長
(
宇
和
島
市
長
)
が

結
束
を
呼
び
か
け
た
ほ
か
、
来
賓
の

国
土
交
通
省

・
黒
川
純

一
良
大
洲
河

川
国
道
事
務
所
長
が
、
道
路
な
ど
の

基
盤
整
備
を
必
要
と
し
て
い
る
「
地

方
の
声
を
中
央
に
」
情
報
発
信
す
る

魅自
力ら
あの
る知
地恵
域と
つ力
くで

を

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
語
り
ま
し
た
。

各
市
の
市
町
村
合
併
や
地
域
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
し
た

後
、
会
長
の
任
期
を

2
年
か
ら

1
年

と
し
、
次
の
開
催
地
の
市
長
が
会
長

を
務
め
る
よ
う
規
約
を
改
め
、
次
期

会
長
に
中
村
市
の
津
田
五
十
六
市
長

を
選
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
協
力

に
向
け
努
力
す
る
こ
と
や
、
四
国
横

断
自
動
車
道
の
整
備
促
進
を
固
に
要

望
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

/ 
-ーーー『ー-

7 
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回l恒l坦白
骨己習[t

E~ 

合
併
で
人
口
5
万
2
千
人
の
新
市
誕
生

高
速
道
路
が
で
き
て
、
大
洲
と
松

山
と
の
交
通
の
利
便
性
が
向
上
し
ま

し
た
が
、
四
国
西
南
地
域
の
発
展
も

大

洲

市

三事t

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

。

現
在
、
合
併
予
定
の

4
市
町
村
で

組
織
す
る
法
定
合
併
協
議
会
で
事
務

事
業
の
す
り
合
わ
せ
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
合
併
の
動
き
が
県
内
各

地
で
活
発
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
時

に
山
鳥
坂
ダ
ム
計
画
の
議
論
に
時
間

が
か
か
り
、
合
併
協
議
は
そ
の
後
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

合
併
期
日
の
目
標
は
「
平
成
口
年

1

月

1
日
」
で
す
。
合
併
後
は
人
口
約

5
万

2
千
人
、
面
積

4
3
2
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
面
積
は
今
の
大

洲
市
の
約

2
倍
に
な
り
ま
す
が
、
人

口
は

3
割
増
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

共
生
の
知
恵
を
次
世
代
に
継
承

宇
和
島
市

北
宇
和
と
の
合
併
で
目
標
期
日
は

平
成
同
年
叩
月

1
日
で
、
新
市
名
は

宇
和
島
市
に
決
ま
り
ま
し
た
。
各
地

の
旧
庁
舎
は
、
支
所
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
事
務
事
業
の
す
り
合
わ
せ

を
し
て
い
ま
す
が
、
「
市
」
と
「
町
・

村
」
と
で
は
そ
の
在
り
方
に
違
い
が

あ
る
よ
う
で
す
。
住
民
負
担
は
「
安

い
方
の
市
町
村
に
合
わ
せ
る
」
と
い

う
原
則
論
だ
け
で
は
合
併
後
う
ま
く

対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

合
併
議
論
の
中
で
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
が

3
つ
の
公
立
病
院
の
こ
と

大
洲
市

今
後
、
本
庁
や
支
所
の
機
能
を
ど

の
程
度
の
も
の
に
す
る
か
や
新
庁
舎

建
設
の
是
非
、
新
市
の
名
称
、
議
員

の
定
数
や
任
期
な
ど
を
協
議
・
確
認

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
合
併

先
の
近
隣

3
町
村
か
ら
の
発
言
も
活

発
で
す
。
問
題
点
と
し
て
は
、
介
護

保
険
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
負
担

格
差
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
検

討
が
必
要
で
す
。A
マ

来
年
は
大
洲
市
制
施
行
日
周
年
で

す
。
え
ひ
め
町
並
博

2
0
0
4
の
開

催
や
大
洲
城
天
守
閣
復
元
で
多
く
の

観
光
客
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

~*. 

l:と

で
す
。

5
5
9
床
を
擁
す
る
宇
和
島

市
立
病
院
の
ほ
か
、
津
島
、
吉
田
の

計

3
病
院
を
合
併
後
も
公
立
病
院
と

し
て
引
き
続
き
運
営
で
き
る
か
と
い

8 

う
疑
問
の
声
も
あ
り
ま
す
。

愛
媛
は
合
併
議
論
が
進
ん
で
お
り
、

南
宇
和
地
域
で
は
、
「
愛
南
町
」
(
人
口

2
万

9
、

5
0
0
人
)
が
誕
生
し
ま

す
。
ま
た
、
東
宇
和
地
域
で
は
、
人

口
3
万
人
を
超
え
る
「
市
」
と
し
て
、

「
西
予
市
」
が
誕
生
し
ま
す
の
で
、
来

年
は
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A' 

愛
媛
県
側
の
「
パ

i
ル
ラ
イ
ン
」

と
高
知
県
側
と
の
総
称
と
し
て
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
を
考
え
て
、
地
域
を

P
R

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
-v 

基
幹
産
業
の
漁
業
に
つ
い
て
は
、

産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
有
数
の
水
揚
げ
を
誇
る
魚
市
場

八
幡
浜
市

-
市

l
町
に
よ
る
合
併
を
進
め
て

い
ま
す
。
合
併
期
日
は
平
成
同
年
ロ

月
白
日
ま
で
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

新
市
の
規
模
は
、
人
口
約
4
万
4
千

人
、
面
積
は
小
さ
く

1
3
2
・
9
6

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
市
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
八

幡
浜
市

・
保
内
町
合
併
協
議
会
の
新

市
名
候
補
選
定
小
委
員
会
で
現
在
協

議
中
で
す
。

合
併
に
関
す
る
議
論
は
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。

A

マ

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
み
か
ん

栽
培
は
日
本
一
で
生
産
額

1
2
0
億

円
で
す
。
ま
た
八
西
地
域
の

9
漁
協

へ

吋

裕

治

、

一市

が
来
年

4
月
に
合
併
し
、

1
0
0
億

円
の
水
揚
げ
を
誇
る
魚
市
場
を
持
つ

港
町
と
し
て
巻
き
返
し
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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地
方
の
声
を
中
央
ヘ

地
方
の
基
盤
整
備
に
関
し
て

3
つ

の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

V
必
要
性
は
あ
る
が
採
算
性
の
厳

し
い
高
速
道
路
に
つ
い
て
、
国
土
交

通
省
が
直
轄
で
整
備
し
て
い
く
「
新

直
轄
」
、

V
事
業
の
効
率
化
・
透
明
性

の
確
保
を
目
的
と
し
た
「
計
画
段
階

か
ら
の
住
民
参
加
」
、

V
設
計
速
度
を

概
ね
時
速
印
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
し

2

車
線
で
整
備
す
る
「
地
域
高
規
格
道

路
の
構
造
基
準
見
直
し
」
で
す
。

。

地
域
を
よ
く
す
る
た
め
、
国
・
県
・

市
が
共
に
汗
を
流
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
東
京
に
向
け
て
の
発
信
を
も
っ

第14固四圏西南サミット IN大洲

映
画
ロ
ケ
誘
致
で
活
性
化

イ'j，-

，~ 

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

ず9

と
盛
ん
に
し
て
、
地
方
の
声
を
中
央

に
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

A-

高
規
格
道
路

・
大
洲
1
八
幡
浜
聞

に
つ
い
て
、
今
後
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
は
(
費
用
対
効
果
や
早
期
実
現

の
観
点
か
ら
の
)
地
元
の
判
断
で
し

土
佐
清
水
市

域
が
元
気
を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

土
佐
清
水
市
で
は
映
画
「
釣
り
パ

カ
日
誌
」
の
ロ
ケ
誘
致
に
成
功
し
、

ま
ち
に
活
気
が
出
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、

N
H
K
の
ど
自

慢
の
公
開
放
送
や
劇
団

「
俳
優
座
」

の

ω周
年
記
念
公
演
な
ど
も
実
施
す

る
予
定
で
す
。

-

近
年
、
食
品
の
安
全
性
が
間
わ
れ

て
お
り
、
基
幹
産
業
の
漁
業
に
お
い

て
も
消
費
者
は
安
全
な
も
の
を
求
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
「
安
全
性
」
と
い
う

点
で
の
産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
も
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ょ
う
。
従
来
ど
お
り
「
4
車
線
」
で

い
く
の
か
、
そ
れ
と
も
「
2
車
線
+

追
い
越
し
車
線
」
か
の
選
択
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

(
大
洲
1
八
幡
浜
開
高
規
格
道
路
な
ど

の
整
備
予
算
確
保
を
求
め
た
高
橋
八

幡
浜
市
長
、
桝
田
大
洲
市
長
の
発
言

に
対
す
る
回
答
)

今
後
、
市
道
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の

合
併
に
あ
わ
ぜ
た
整
備
に
対
し
集
中

投
資
・

一
括
補
助
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
整
備
実

現
の
た
め
に
は
、

「合
併
」
を
前
面
に

押
し
出
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が
効

果
的
だ
と
思
い
ま
す
。

合
併
特
例
法
の
メ
リ
ッ
ト
生
か
し
た
い

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、

3
市

町
村
で
組
織
す
る
任
意
合
併
協
議
会

で
協
議
し
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
土
佐
清
水
市
か
ら
、

「今
回

は
合
併
の
予
定
は
な
く
、
次
の
広
域

合
併
の
際
に
・
:
」
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
当
初
は
、
合
併
の
範

囲
の
中
に
土
佐
清
水
市
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
合
併
に
つ
い

て
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、

途
中
、

土
佐
清
水
市
と

l
村
が
協
議

会
を
離
れ
ま
し
た
。

今
後
、

6
月
議
会
で
の
議
決
を
経

て
、
法
定
合
併
協
議
会
を
設
立
す
る

予
定
で
す
。

小
京
都
の
町
並
み
を
守
る
条
例
を
検
討

合
併
期
日

「平
成
同
年
8
月
1
日
」

を
目
指
す
意
気
込
み
で

4
市
町
村
が

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
新
し
い
市
名
を
全
国
公
募

し
、
庁
舎
位
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

合
併
後
は
、
面
積
8
2
0
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

(香
川
県
の
面
積
の
半

分
以
上
)
と
い
う
広
い
面
積
を
持
っ

た
市
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

支

所
機
能
を
充
実
さ
せ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
や
全
世
帯
と
の
情
報
通
信
網
を

整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

。

中
村
市
は
土
佐
の
小
京
都
と
呼
ば

認
中「

れ
て
い
ま
す
。
町
並
み
や
建
物
を
守

る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
、
歴
史
あ

宿
毛
市

毛与

寸7

年苫

3
市
町
に
よ
る
合
併
で
人
口
は
約

3
万
5
千
人
と
規
模
は
大
き
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
合
併
特
例
法
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
村
市

る
景
観
が
保
存
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
ま
す
。

A' 

四
万
十
川
な
ど
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
た
「
癒
し
の
里
」
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
川
に
生
息
す
る
魚

1
0
0種

の
ほ
か
、
世
界
の
魚
な
ど
あ
わ
せ
て

3
0
0
種
が
泳
ぐ
淡
水
魚
の
博
物
館

「四
万
十
学
遊
館
」
が
平
成
日
年
夏
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
来
年
は
、
宿

泊
や
保
養
施
設
な
ど
の
機
能
も
持
つ

「
癒
し
の
里
」
に
お
い
て
皆
さ
ん
を
歓

迎
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9 



広報ああず 2003 8月号

白地地域の建築形態規制見直し

田
町
問
問
開
閉
同
副
悩
闘
開
削
叫

図
書
縦
覧
は

8
月
1
日
か
ら
沼
田
ま
で

都
市
計
画
区
域
白
地
地
域
の
建
築
形
態
規
制
を
見
直
し
ま
す

市
で
は
愛
媛
県
と
の
連
携
を
図
り
、
建
築
形
態
の
実
態
調
査
や
、
各
地
域
の
土
地
利
用
の
状
況
を

勧
案
し
、
白
地
地
域
の
建
築
形
態
規
制
の
素
案
を
作
成
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
ご
富
山
見
を
お
聞
き

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
よ
る
縦
覧
の
後、

県
へ
提
出
し
、
特
定
行
政
庁
(
愛
媛
県
)

が
決
定
し
ま
す
。

ー

νゃ↓ー

新しい建築形態基準値の素案

現行 大洲市の素案

容積率 400% 200% 

建ぺい率 70% 現行と同じ

10 

間
閉
山
田

回
他
地
峨
比
は
?

白
地
地
域
と
は
、
都
市
計

画
区
域
の
う
ち
、
用
途
地
域

の
指
定
の
な
い
地
域
を
い
い

ま
す
。
ま
た
、
建
築
形
態
規
制
と

は
、
建
築
物
の
高
さ
や
大
き

さ
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
に

合
っ
た
環
境
形
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
建
築
基

準
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
規

制
の
こ
と
で
す
。

規 U目

百害賠
全白 [の

雪量置
律域 rr:-

芸皇同
積築 i合

率

4
0

0
%
・
建
ぺ
い
率

叩
%
に
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
日
年
5
月
日
日
に
都

市
計
画
法
と
建
築
基
準
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
、
白
地
地
域
で
は
、

土
地
利
用
の
実
態
に
応
じ
て
、

建
築
形
態
規
制
の
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
を
選
択
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
特
定
行
政
庁
(
愛
媛
県
)

が
都
市
計
画
地
方
審
議
会
の

審
議
を
経
て
、
平
成
時
年
5

月
口
日
ま
で
に
建
築
形
態
規

制
を
定
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く

た
め
の
図
書
を
準
備
し
て
い

ま
す。縦
覧
の
う
え
、
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
縦
覧

で
き
る
場
所
は
市
役
所
2
階

(
都
市
整
備
課
)
で
す
。

縦
覧
期
間

8
月
1
日
(
金
)
1
8
月
日
日
(
金
)

縦
覧
・

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
建
築
係

合

@
2
1
1
1
(内
線
2
4
8
)



広報ああず 2003 8月号

お知らせ

-1
が
決
ま
り
ま
し
た

加
し
た
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
知

り
得
た
次
の
よ
う
な
情
報
を
大
洲
河

川
国
道
事
務
所
に
伝
、
え
た
り
し
ま
す
0

.
河
川
利
用
や
河
川
環
境
に
関
す
る

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望

.
河
川
環
境
が
損
な
わ
れ
た
り
、
河

川
利
用
の
障
害
と
な
っ
た
り
す
る

よ
う
な
出
来
事
の
発
見

A
V
ゴ
ミ
の
投
棄
、
河
川
の
流
水
や
施

設
な
ど
の
異
常
な
ど

〈使用済み乾電池〉

+皆川州ち込み

〈市内の各郵便局窓口〉

+大洲局職員が回収

〈大洲郵便局で保管〉

〈市の委託業者が回4の
4月1日「日本郵政公社Jとして新たにスター卜した
のを機に、自然と環境を守り、寺どもたちに受け継ぐ

活動に取り組みます。

河川愛護モニター

活動範囲 氏名

肱 右岸 生々橋~富士橋 寺岡素子

)11 左岸 畑の前橋~冨土橋 西山利弘

右岸 生々橋~ 中岡 久矢 金比羅橋下流

落)11 
左岸
生々橋~ 矢島信治良
金比羅橋下流

問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

河
川
管
理
課
企
⑫
5
1
8
5

回収ボックス利用可能時間

.大洲郵便局

月曜日~土曜日 午前8時~午後8時

日曜日 午前9時~午後5時

.その他の市内の告郵便局

月曜日~金曜日 午前9時~午後5時

土曜日、日曜日は利用できません。

簡易郵便局については、平日業務を休止

したときは利用でき ません。

問い合わせ先 大洲郵便局宮24-3350
...._園園田ーーー園田----園田園田園・ーー_.J

一ヨ一一
め
出
掛
辺
安
主
足
一
到

川引
;
九

地
崎
の
皆
さ
ん
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
!

夏
場
は
、
誘
拐
や
性
犯
罪
な
ど
子
ど
も
や
女
性
な
ど
社
会
的
弱
者

が
、
犯
罪
被
害
者
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。

警
察
で
は
、
県
下
一
斉
に
「
夏
の
地
域
安
全
運
動
」
を
展
開
し
、
事

件
・
事
故
の
防
止
や
少
年
非
行
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

急
増
中
!
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故

A
V

温
泉
郡
重
信
町
で
道
路
を
歩
い
て
横
断
中
の

高
齢
者

2
人
が
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡

(
6
/
比
)
【

-

夜
昼
ト
ン
ネ
ル
内
で
高
齢
者
の
運
転
す
る
車
l
く

'

と
対
向
車
が
正
面
衝
突
し
大
け
が

(
6
4
)

H
0
.
即
日

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1

道
路
の
横
断
に
注
意

2

体
調
の
悪
い
と
き
は
、
運
転
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

3

夜
間
の
外
出
時
に
は
明
る
い
服
装
と
ピ
カ
ピ
カ
光
る
反
射
材
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。交通事故に関する専門

的知識と深い経験を持

ったセンターの相談員

が、無料で相談にあた

ります。

河
川
行
政
に
お
け
る
地
域
と
の
交

流
・
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る

中
で
河
川
の
整
備
や
河
川
に
関
す
る

地
域
要
望
の
把
握
、
河
川
愛
護
思
想

の
普
及
啓
発
、
河
川
の
適
正
な
維
持

管
理
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
活
肱
川

U

モ
ニ
タ
ー
は
モ
ニ
タ
ー
会
議
(
意

見
交
換
会
・
年
に
l
回
程
度
)
に
参

1

・B
E
E
-

一
三

一

と

一

、

一

ザ
一
収
一
回
一
の

「

)

な

す

約

度

ま

み

予

高
じ

セ

痩

何

回

蹴

料

討

制
服

Z
晶ゆ

料

謝

が

請
同
国
一
日

踊

慰
士

主
同

4
『
a

，

h
u

h
、
革
主

側・火一派

/
/
/
/
、
♂

1SJ撒
恰

究

匡

圃
富
田
は
い
、
と
ち
ら

h

ベ
コ
示
守
t
jI
一
根

室口

、

同

E
L
相
談
セ
ン
タ
ー
で
す
ケ
事

L
3
4
I一
士

失

は

重
畳

E

i
-
-
mliJ〉れ
ヤ」一

護

過

に

自

4
a
z
i
-
-
d
d
f
L
弁

談

大
洲
警
察
署

問い合わせ先

自動車保険請求相談センター(松山)

n089 -945 -2335 
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お知らせ

育児・介護・家事と仕事との両立を目指す人への

フレーフレー

ホットライン 2020テレフ'!tン
ft089-934-2020 

交通遺児などに対する

育成貿盆の貸し付け

保育所への送迎や、急な残業などに子どもを預か

つてもらえる「育児サボータ-Jの情報も提供でき
ます。{相談無料〉

相談日 月曜日~金曜日 (祝日を除く)

相談時間 午前9時30分~午後4時30分

側21世紀職業財団愛媛事務所

http://www.2020net.jp 

中学生までの交通遺児を対象に無利子で長期返済

が可能な「交通遺児等への貸付Jです。
〈現在の貸付金〉入学支度金4万4千円

一時金 15万5千円月額2万円

また、交通事故により頭部や脊椎に損傷を受け、

常時または随時介護を必要とする後遺障害者に介護

料を支給しています。

問い合わせ先 自動車事故対策センター

愛媛支所 ft 089-925-0708 

精神障害者社会適応訓練事業の

協力事業所を募集
障害者雇用継続助成金制度
事業主の皆さんご存知ですか?

県では、通院中の精神障害のある人が、理解ある

協力事業所のもとで、仕事を通じ社会適応の訓練を

行う社会適応訓練事業を行っています。ぜひ、ご協

力をお願いします。

〈協力事業所〉精神障害者に理解を持ち、障害者の

自立訓練に協力していただける事業所のことです。

毎月報告していただく訓練日数に応じて県から委託

料が支払われます。

問い合わせ先 大ml保健所精神保健福祉感染症対策係
ft 25-3165 

採用後の交通事故、労働災害などによる中途障害

者を継続雇用するための施設改善・ 新設に対し、そ

の費用の一部を助成する制度です。

〈施設の改善 ・新設〉助成率 2/3 支給限度
額は中途障害者 1人につき 450万円(同一事業所
につき同一年度当たり 4，500万円)
〈作業施設などの賃借〉助成率 2/3 支給限度
額は中途障害者1人につき月 13万円 (3年間)
問い合わせ先 制愛媛県障害者雇用促進協会

ft 089-931-7131 
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心
を
見
つ
め
る

と
述
べ
て
い
ま
す
。

本
協
議
会
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
日
年
度

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

今
年
度
の
活
動
を
よ
り
着
実
な
も
の

と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

凶
年
度
に
地
区
懇
談
会
を
開
催
し

た
の
は

1
1
2
地
区
、
各
種
研
修

会
・
学
級
・
講
座

・
校
区
別
人
権

・

同
和
教
育
な
ど
を
含
め
る
と
延
べ

3
6
9
回
を
数
え
ま
す
。
各
地
区
間

去
る

6
月
6
日
、
大
洲
市
人
権
教

育
協
議
会
総
会
に
お
い
て
平
成
日
年

度
の
活
動
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
凶
年
日
月
に
愛
媛
県
人
権
施

策
推
進
協
議
会
が

「
愛
媛
県
に
お
け

る
人
権
教
育

・
啓
発
の
推
進
に
関

す
る
意
見
」

を
発
表
し
ま
し
た
が
、

そ
の
官
頭
で
、

人
権
は
大
切
な
も
の
と
い
う
こ
と

を
、
頭
で
理
解
し
て
い
る
人
は
多
い
。

し
か
し
、
肝
心
の
気
持
ち
ゃ
行
動
が

伴

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
、
人
権
を

取
り
巻
く
現
実
で
あ
り
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
人
権
問
題
は
ま
さ
に
心
の

問
題
で
あ
る
。
心
と
は
人
と
人
と
の

関
係
の
な
か
に
あ
り
、
心
を
見
つ
め

て
い
こ
う
と
思
え
ば
、
人
と
人
と
の

関
係
の
在
り
方
を
正
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

教
を
は
じ
め
、
各
学
校
や
講
師
団
の

皆
さ
ん
の
真
撃
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

市
民
の
心
の
中
に
、
人
権
尊
重
の
心

が
着
実
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
国
内
外
の
人
権

に
対
す
る
動
向
は
必
ず
し
も
順
風
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
心
が
荒
廃

し
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、

人
権

・
同
和

教
育
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
言

え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、

大
洲
市
の
同
和
教
育
基
本
方
針
で
あ

る
「
人
権
を
守
り
、
市
民
の
す
べ
て

が
取
り
組
む
人
権

・
同
和
教
育
の
展

開
」
を
継
承
し
な
が
ら
、
各
地
区
同

教
で
取
り
組
ん
で
い
る
地
区
懇
談
会

の
充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
啓
発
誌
「
き
ず
な
」
の
発

行
や
「
広
報
お
お
ず
」
の
人
権

・
同

和
教
育
シ
リ
ー
ズ
へ
も
継
続
し
て
掲

載
し
、
啓
発
に
努
め
ま
す
。

あ
わ
せ
て
各
種
団
体
と
の
連
携
を

保
ち
な
が
ら
、

心
豊
か
な
社
会
を
築

く
た
め
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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高齢者福祉情報シリーズ

第8回 「痴ほうの症状」について知ろう

必すみ5れる症状

被害妄想

「ものをとられた」

などの妄想にと

らわれます。
見当識障害

時間の概念、場所

の観念、身近な人

の顔などがわから

なくなります。

思考力の障害

思考力や判断力が

鈍くなります。

記憶障害

痴ほうの初期症状

は物忘れではじま

ります。

最近体験したこと

も忘れてしまいます。

痴ほうの症状にはいろいろなものがあり、かなりの個人差があります。

そのほかにみられる症状(問題行動といわれるもの)

幻覚……

だれもいないのに、だれかがいる (幻視)や

聞こえるはずのない声カf聞こえる (幻聴)と

訴えます。

夜間奮妄(やかんせんもう)・...

時間に対する認識が失われ、昼夜の区別カずつ

かなくなります。

俳個(はし1かい)……

ひとりで家を出て行ってしまい、帰れなくな

ります。

異食…・・

花、紙、生ゴミなど食品でないものを食べよ

うとします。

失禁…・・

トイレ以外の場所で排池をしてしまいます。

不潔行為 …

便器内をかき混ぜたり、おむつの中の便を手

で取り出したりします。

不眠…...

眠りが‘浅かったり 、不安や興奮でよく眠れな

い状態カf続きます。

人格変化…・・・

気に入らないことが、あると怒ったり、話し続

けたりします。

過食……

食べたことを忘れて、何度も食事を欲しがり

ます。

収集癖…-

ものを大量に集めて、捨てないことがありま

す。
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ごあんない

おい~いよ 1

ウ

市
立
博
物
館
で
開
催
中

タ
写

8
月
末
ま
で

最
近
、
住
ま
い
の
様
式
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
個
性
あ
ふ
れ
る

庭
や
玄
関
先
を
た
く
さ
ん
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し

い
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
の
写
真
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

お
そ
ろ
い
で
ご
来
館
の
う
え
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期

間

現
在
展
示
中

1
8
月
訂
日

(日
)

場

所

大
洲
市
立
博
物
館

(社
会
教
育
セ

ン
タ
ー

5
階
)

時

間

午
前

9
時
1
午
後
4
時
加
分

入
館
料

無
料

休
館
日

月
曜
日
・

7
月
辺
日

(火
)

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
立
博
物
館

ゆ
坐ム

h
J

evy

F臥グ

丸山

U

，ι
t

J
U

府 k

宮

@
4
1
0
7

いち せ

ーのj踊観先梨園
オープン 8月2日(土)から
場 所 大洲市上須戒

開園時間 午前 9時~午後 5時
間い合わせ先

]A愛媛たいき上須戒支所 A

合 26-0021S:;J 

。合
~ . 
' こうの

幸野観先梨園
オープン 8月 9日(土)から 品 円

場 所 大坤|市松尾 、v
開園時間 午前 9時~午後 5時 的:
問い合わせ先 幸野観光梨園

まま24-7665φ 
[総合案内] 商工観光課 占

宮 24-2111内線354'<，:;'Y 

i;b 

参加無料

記念撮影や記念式典を行い、

記念品などをお贈りします。

14 

日

時

9
月
初
日

(火
)

午
後
2
時
か
ら

場

所J
A
に
し
う
わ
会
館

(八
幡
浜
市
)

対

象

昭
和
お
年
に
結
婚
さ
れ

大
洲
市
内
に
お
住
ま
い
の
ご
夫
婦

申
込
締
切

8
月
白
日

(日
)
必
着

※
申
し
込
み
方
法
は
次
の
と
こ
ろ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
新
聞
社
事
業

局
「
金
婚
式
」
お
祝
い
の
集
い
係

合

0
8
9
・
9
3
5
・
2
3
5
5

4
Z富由
一
第
羽
田
愛
媛
県
少
年
少
女

属
国
津
合
唱
連
盟
演
奏
会

愛
媛
県
少
年
少
女
合
唱
連
盟
に
加

J

盟
し
て
い
る
合
唱
団
に
よ
る
演
奏
会

一必

斗に
刷

ふ
必

r↓

U

FAI
re

i

(

{

l

i

で
す
。

品。

今
年
は
大
洲
市
で
開
催
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

J
U

日

時

8
月
刊
日

(日
)

午
後
四
時
却
分
開
場

午
後
1
時
開
演

尚早

~f;， 

。ム

...1. 
'. ，::~ 

".1. 
'::，':，';! 

凌
色
合
て
そT

二7
J 

、L叫
"j) 

大
洲
大
会

場

所
入
場
料

内

容
県
内
ロ
合
唱
団
に
よ
る
演
奏

内
子
高
校
生
に
よ
る
ア
ル
ペ
ン

ホ
ル
ン
四
重
奏
(
賛
助
出
演
)

問
い
合
わ
せ
先

平
小
学
校

E
@
3
5
5
8
(概
鮫
)

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
1
ル

無
料

a・・EヨE・E・-

竺E

(:1 ~~::; tJ，記長 時也自主y

'03夏休み親と子のコンサート : 

小川典子ピアノグサイタル :
-FF: 

ほか .

間 ※ 入場 日:
8 い 公を前 場
@ 合 民き売 料所 時 ・
2わ 館くり
lせ で会券 当 前大午午 8・
1先 取、は 売洲後後月 ・
1 り市、日り市 7
( 社 扱教親 民時時日 ・
内会 つ育子 1 1会開 30~ : 
線教て委で 、、 館演分土 T
5育い員よ 5 0大 開 ) L
5体ま会ぃ o0ホ 場 : 
2育す、音 o0 ) ，__ ; 
)課 。各楽円円ル

...1.凧

ドビュッシー

アラペスク1番

月の光

ムソルグスキー

展覧会の絵
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市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
で
す

行
政
相
談
に
と
尽
力
山
本
敏
和
さ
ん

平
成
日
年
度
行
政
相
談
委
員
全
体
会
議
が

5
月
紅

白
、
に
ぎ
た
つ
会
館
(
松
山
市
)
で
聞
か
れ
、
行
政

相
談
委
員
の
山
本
敏
和
さ
ん
(
西
大
洲
)
に
総
務
省

愛
媛
行
政
評
価
事
務
所
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
、
住
民
の
行
政
に
対
す
る
不
満
や
悩

み
事
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
る

地
道
な
活
動
と
、
努
力
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

マ
思わず言いそうになりました

女の子なんだから手伝いなさい!

おおずの女性

1・、v

連載コーナー

シリーズ合.. 
h

'

b

事

告

』

事

告

仮

復

h

事

仮

復

量

軍

事

事

告

』

軍

事

事

告

冷

静

喧

F
-
F
-
F
-
F
-
P
静

静

毒

静

岡

宇

ま
す
。
あ
る
と
き
、
私
が
家
事
を

固守

し
て
い
る
近
く
で
娘
が
漫
画
を
読

与

ん
で
い
ま
し
た
。
思
わ
ず
「
女
の

与

子
な
ん
だ
か
ら
手
伝
い
な
さ
い
」

与

と
言
い
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

回干

で
も
、
「
女
の
子
だ
か
ら
」
と
い

与

う
言
い
方
は
適
当
で
は
あ
り
ま
せ

L

ん
。
「
私
が
こ
ん
な
に
忙
し
い
思
い

ー

を
し
て
い
る
の
に
何
も
し
な
い
な

一

ん
て
、
人
間
と
し
て
ど
う
か
し
ら

」

ね
」
と
言
い
ま
す
と
、
テ
レ
ビ
を

与

見
て
い
た
夫
が
慌
て
て
手
伝
い
に

与

来
ま
し
た
。

固守

「
男
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
、
女
性

与

は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
枠
に

与

と
ら
わ
れ
な
い
意
識
を
身
に
付
け
、

回干

お
互
い
を
尊
重
し
、
遠
慮
な
く
言

与

い
合
っ
て
い
く
中
で
自
立
し
た
人

与

間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大

与

切
で
す
。

与

一
生
に
一
度
の
人
生
で
す
。

自

国守

分
ら
し
く
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

与

aF
領
事
事
』
軍
事
国
守

仮

復

修

復

』

軍

事

告

藤
樹
舞
隼
位
撃
麟

位。

「感
化
」
の
教
育

岳
阿
世
牢
喧
牢
喧
軍
司
町
喧

p
-
p
-
p
-町
喧

可

世

牢

喧

牢

世

牢

喧

可

冷

静

静

-
p
-
F
t牢

-
p
-
P

占
胃

2

第

8
回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

*

1

り
推
進
県
民
大
会
が
、

6
月
口
日
、

合

比

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

合

H
川

大
洲
市
か
ら
は
女
性
団
体
連
絡
協
議

合

会
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

合

基
調
講
演
で
は
、
会
場
に
集
っ
た

合

参
加
者
約
9
0
0
人
を
前
に
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
広
瀬
久
美
子
さ
ん

合

が
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代
の
経
験
談

合

な
ど
を
ユ

ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
り

合

か
け
ま
し
た
。

《広
瀬
久
美
子
さ
ん
の
講
演
か
ら
》

家
庭
と
仕
事
の
両
立
は
、
女
性
に

と
っ
て
大
変
な
重
労
働
で
す
。
仕

事

・
家
事

・
育
児

・
夫
の
世
話

・
介

護
な
ど
仕
事
以
外
に
も
た
く
さ
ん
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、

男
性
と
対
等
に
仕
事
を
す
る
こ
と
は

無
理
で
す
。
い
つ
か
体
を
壊
し
て
し

ま
い
ま
す
。

私
の
夫
も
テ
レ
ビ
関
係
の
仕
事
を

し
て
い
て
、
お
互
い
忙
し
く
し
て
い

ま
ず
胎
教
か
ら

藤
樹
の
教
育
の
特
性
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
述
べ
ま
し
ょ
う
。

藤
樹
は
、
音
山
図
的
に
教
え
る
元
の

段
階
と
し
て
、
無
意
識
的
な
言
動
に

よ
る
教
え
の
大
切
さ
を
説
き
ま
し
た
。

そ
の
典
型
的
な
例
が
「
胎
教
」
で

す
。
「
胎
教
」
は
、
母
親
の
無
意
識
的

し
ん
き
ょ
う

な
「
心
行
」
に
よ
る
胎
児
の
変
化
成

長
を
促
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

「
胎
教
」
に
つ
い
て
は
、
最
低

い
せ
ん

医
茎
」
(
弟
子
、
大
野
了
佐
の
た
め
に

書
い
た
医
学
書
)
の
「
保
胎
法
」
で
、

妊
婦
の
気
持
ち
ゃ
行
い
や
食
べ
物
の

と
り
方
が
、
胎
児
の
成
長
に
影
響
す

る
と
説
い
て
い
ま
す
。

お
き

ff匂
ん
ど
‘つ

ま
た
、
「
翁
問
答
」
で
も
、
「
胎
教

と
て
、
胎
内
に
あ
る
あ
い
だ
に
も
、

母
徳
の
教
化
あ
り
。
:
:
:
」
と
述
べ

て
、
徳
の
自
然
な
働
き
に
よ
る
「
感

化
」
の
教
育
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

か
が
み
ぐ
さ

さ
ら
に
ま
た
、
「
鑑
草
」
の
「
教
子

の
報
」
で
は
、
母
の
心
や
行
い
に
よ

る
胎
児
の
「
あ
や
か
り
」
を
「
感
化
」

の
教
育
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
取
上

げ
て
い
ま
す
。

「
胎
教
と
は
、
胎
内
に
あ
る
う
ち
の

を
し
へ
な
り
。
こ
の
時
の
お
し
へ
は
、

母
の
心
も
ち
と
身
の
行
ひ
に
あ
り
。

い
か
ん
と
な
れ
ば
気
あ
つ
ま
り
形
か

た
ま
る
始
な
る
故
に
、
物
に
あ
や
か

① 
り
や
す
き
ゅ
へ
な
り
。
胎
教
の
心
も

ち
は
慈
悲
正
直
を
本
と
し
、
か
り
そ

b
A.
、

』

t
レを
g

め
に
も
邪
な
る
念
を
発
す
べ
か
ら

ず
、
鉱
削
仰
を
も
よ
く
つ
、
し
み
、
居

ず
ま
ゐ
身
の
は
た
ら
き
を
も
正
し
く

っ
、
し
み
、
目
に
む
ざ
と
し
た
る
色

こ
え

を
見
ず
、
耳
に
邪
な
る
撃
を
き
か
ず
、

さ
よ
ワ
せ
き
こ
っ
て
い

古
へ
の
賢
人
君
子
の
行
迩
、
考
悌
忠

信
の
故
事
を
記
せ
る
草
子
を
よ
み
、

或
は
物
語
を
き
く
べ
し
。
こ
れ
胎
教

の
大
概
な
り
。」

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
母
の
心
身

の
影
響
が
そ
の
ま
ま
胎
児
の
体
質
・

性
格
お
よ
び
容
姿
を
つ
く
る
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
幼
少
期
・

少
年
期
・
青

年
期
・
成
人
・
老
齢
者
の
教
育
に
つ

い
て
も
述
べ
て
い
ま
す
。
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
教
え
の
根
本
は
感
化
の

教
育
(
徳
教
)
だ
と
強
調
し
て
い
ま

す
。「感
化
」
は
、
「
外」

(
他
者
)
か

し
ょ
く
は
っ

ら
触
発
し
て
「
内
」
(
自
己
)
な
る
心

を
感
動
さ
せ
て
、
こ
れ
に
応
答
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ

を
「
内
外
一
致
」
と
い
い
ま
す
。

藤
樹
は
、
「
た
と
へ
ば
水
の
物
を
う

る
ほ
し
、
火
の
も
の
を
か
は
か
す
が

ご
と
し
:
:
:
」
と
「
感
化
」
の
説
明

を
し
て
い
ま
す
。

15 
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大洲城天守閣復元

平成15年7月1日まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、400，158，917円
です。

え 洲城

かわら版

2巳

徹

底

解

剖

日

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事

ー
屋
根
工
事
編
ー

そ
の
語
源
は
、
「
屋
根
に
懸
け
た
魚
」

か
ら
発
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
国
で
は
、
現
在
で
も
魚
を

か
た
ど
っ
た
板
を
屋
根
に
懸
け
る
風

習
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
水
と

関
わ
り
の
あ
る
魚
を
屋
根
に
懸
け
る

こ
と
で
、
防
火
の
ま
じ
な
い
と
な
る

し
ゃ
弘
前
わ
ら

の
で
す
。

続
瓦
も
こ
れ
と
同
じ
意
味

合
い
の
も
の
で
す
。
慨
は
、
波
を
起

こ
し
、
雨
を
降
ら
す
空
想
上
の
生
き

物
で
、
水
や
雨
と
関
係
す
る
こ
と
か

ら
建
物
の
最
上
部
に
取
り
付
け
ら
れ
、

火
災
か
ら
守
っ
て
い
る
の
で
す
。

懸
魚
は
、
屋
根
の
妻
部
分
と
全
て

の
破
風
に
取
り
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
取
り
付
け
る
箇
所
で
形
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
。
天
{
寸
四
層

の
奏
部
分
と
千
鳥
破
風
(
大
)
に
は

訟
ぜ
魚
」
、
千
鳥
破
風
(
小
)
に
は
、

う
め
は
ち

「
梅
鉢
懸
魚
」
、
天
守
三
層
の
唐
破
風

fi 24-2111 

社てと
建い呼天懸げ
築まば守魚5
iミすれ閣と
用 。るのは
い懸飾妻?
ら魚りや
れはが破
る、取風

妻もりに
飾と付は
りもけ
明、とら懸げ
¥寺れ魚5

大洲市は、市の新しいシンボルとして、 市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、 このコ
ナ に対してのご意見も募集しています。

商土観光課まちづくり対策第1係 内線352

天
守
閣
の
屋
根
形
式

大
洲
城
天
守
閣
の
屋
根
は
、
棟
の

い

り

も

や

近
く
に
妻
が
入
る
「
入
母
屋
」
と
呼

ば
れ
る
屋
根
形
式
で
す
。
入
母
屋
屋

の
き

根
は
、
四
方
に
屋
根
の
軒
が
廻
り
、

雨
味
均
分
散
で
き
、
妻
部
分
の
船
岡
町

や
懸
魚
で
建
物
の
装
飾
を
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
守
閣
の
屋
根
の
四
隅
は
緩
や
か

に
反
り
上
が

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

瓦
の
重
さ
に
耐
え
る
た
め
の
技
術
で
、

軒
先
が
長
い
年
月
の
聞
に
下
が
っ
て

く
る
の
を
防
ぎ
、
同
時
に
外
見
上
の

美
し
さ
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

A天守の屋根は入母屋と呼ばれる屋根形
式で、妻には懸魚 (げぎょ)が飾られ
ている

J

竹・ぃ一一一
:1::-:= I ・c_‘・ ，~ ， ， 

柿板

大洲城天守閣の懸魚の種類

蕪懸魚

けどお

兎の毛通し

つ

け

ど

お

に
は
「
兎
の
毛
通
し
」
と
呼
ば
れ
る

種
類
の
懸
魚
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
付
け

て
い
ま
す
。

味;yqヲ

通じ屋土と
板叶艮 居い

J の工 葺小

一一一一j上事き
ー にーで、

柿2は

?瓦
屋を
根葺ふ
全く
面前
にに

企柿板と竹釘

16 

か"，ら

蕪懸魚

(天守東面)

圃

企土居葺きの様子

敷
き
詰
め
る
土
居
葺
き
と
呼
ば
れ
る

工
程
が
あ
り
ま
す
。
柿
板
に
は
長
さ

約
=
一
十
仰
、
厚
さ
約
二
凹
の
薄
い
権
板

を
使
用
し
ま
す
。
植
は
水
に
強
く
、

風
呂
桶
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
ま
す
。

大
洲
城
で
は
、
雨
の
あ
た
る
下
見
板

な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
柿
板
は
、

瓦
か
ら
漏
れ
た
雨
が
野
地
板
に
浸
透

し
な
い
よ
う
幾
重
に
も
重
ね
て
敷
き

詰
め
ま
す
。

土
居
茸
き
工
事
は
、
今
年
六
月
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
柿
板
を
固
定
す

る
釘
に
は
、
ひ
ご
状
の
短
い
竹
釘
を

使
用
し
ま
す
。
葺
き
師
は
、
た
く
さ

ん
の
竹
釘
を
口
に
ふ
く
み
、
屋
根
上

で
ト
ン
ト
ン
と
素
早
く
柿
板
を
留
め

て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
柿
茸
き

は
ト
ン
ト
ン
葺
き
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

屋
根
工
事
は
、
土
居
茸
き
の
後
、

七
月
か
ら
瓦
葺
き
に
入
っ
て
い
ま
す
。
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ムササビが戻ってきました

今年1月に国立大洲青年の家で保護されたムササピ (当時生後約1週間)が体長約30cm、体重約15kgにまで無事成長したため、発見場所近くの

「ときケ森J(北只)に帰されました。この日青年の家で研修中の小 中学生など約160人は、 県立とぺ動物園で約6カ月飼育を担当した獣医師の熊
悶悟史さんから飼育記録の話を聴いた後、ムササピの入った巣箱が木に取り付けられる様子を見守りました。

6/22 龍馬の脱藩ルートを歩こう6/29 

地域に花を植え環境美化に取り組むボランティア活動が菅田町づく

り実行委員会 (池田琢 委員長)の主催で実施されました。菅田小学

校の親子や地元の皆さん約60人が参加し、雨の中で約1時間かけて辺
りの草引きやひまわりの種まきをしました。菅田地区内の道路沿いの

ひまわりは8月に見頃を迎えます。

幕末に坂本龍馬が土佐藩を脱落した道のりを巡るイぺン卜「龍

馬脱落 ゆかりの道追跡ウオーク」があり、県内外から約120人
が参加して大洲や長浜の町を歩きました。参加した新谷公民館女

性学級生約30人も1日がかりで龍馬ゆかりの地を巡りました。

浸水被害に備えて

，，F
 

ピカピカ光って夜でもハッキリ7/1 

大雨などによる浸水被害が発生した際に出動し排水作業を行うポン

プ車の操作訓練が如法寺河原でありました。市防災センター内 (若宮)

に配備されている排水ポンプ車3台を使って、国土変通省大洲河川|国
道事務所職員ら約50人が、万一の場合に備えて操作訓練を行いました。

高齢者などの受通事故防止を図るため、夜の安全「ピカピカ運動」がアク

トピア大洲や肱川橋などで実施されました。 大洲~通安全協会、~通安全母

の会、セーフティーリーダ一、警察、市関係者など参加した約30人が、通行

者に反射材や反射タスキを配布して夕暮れ時の事故防止を呼びかけました。

17 
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くらしの情報

保健センター宮23・031

いきいき-
Life! 

あなたの健康を
サポートします

8
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
:・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

{乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
8
月

5
日

ω
平
成
日
年
3
月
生

(こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
8
月
ロ
日

ω
平
成
ロ
年

7
月
生

0
8
月
四
日
附

平
成
比
年
1
月
生

受
付
時
間

日
時
1
日
時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
8
月
日
日
側

平
成

M
年
叩
月
生

受
付
時
間

9
時

1
9
時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

圃=WD~持者ω民t司自.

8月3日(日)村上内科医院 (北只)

合 23-3500

8月10日(日)大野内科 (片原町)

ft 24-6800 

石村病院 (長浜)

合 52一0275

{栄
委
相
談
}
予
約
制

0
8
月
4
日
開

相
談
時
間
日
時
1
正
午
、
日
時

1
日
時

持
参
品

健
康
手
帳

生
活
習
慣
病
と
胃
・大
腸
・

肺
が
ん
の
検
診

O
八
多
喜
連
絡
所8
月
7
日
閥
、
8
日
幽

O
平
公
民
館

8
月
お
日
刷
、
羽
目
幽

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

次
の
①
・
②
の
希
望
者
を
対
象
に
平

成
団
年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

h
u
J円
U

E

u

n

U

R

U

A

U

F

hd

n

U
止
に

〆ーに
A

T

A

守

巨

d

R

U

戸

b

n

b

乍

L
陪

の
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人

※
①
の
検
査
希
望
者
に
は
問
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

②
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
人

(刊
歳
以
上
の
人
)

※
②
の
検
査
希
望
者
は
当
日
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

安
婦
人
が
ん
検
診

久
米
公
民
館

8
月
辺
日
幽

※
時
間
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

8月17日(日)村上外科医院 (片原町)

まま 24-2262

8月24日(日)岡本耳割臓H気管食道科医院 (本町)
ft 24-3752 

8月31日(日)祖母井医院 (中村)

まま 24-3756

-.&直属冨主冨置E置し日・・

曜日によ って救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

大
洲
保
健
所

予
約
制

{
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日
日
時
1
正
午

{難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火

曜

日

目

時

1
日
時

{精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金
曜

日

日

時

1
日
時

{H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月
1
金
曜
日

9
時
l
rm
時
加
分

{女
性
の
健
康
相
談
}

O
第

3
木

曜

日

日

時

1
口
時

{思
春
期
健
康
相
談
}

O
第

4
木
曜
日

目
時

I
M
時

{ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第

3
水
曜
日

受
付
時
間

ロ
時
加
分
1
日
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、

歯
み
が
き
指
導
、
フ

ツ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
う
せ

8
月
お
白
川内

ミ
ユ
ウ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
9
時
羽
八
万
1
ロ
時
日
分

平

成

病

院

日

時

却

分

l
MH
時
却
分

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
日
時

i
H
持

市立大洲病院 (西大洲)

合 24-2151

宮)

森)

大洲中央病院 (東大洲)

合 24-4551

加戸病院 (若

ft 24-51 01 

日大洲記念病院 (徳

公 25-2022

金~日曜日

月 ・火曜日

日曜

曜

7Jく

木

8 I ~ 多係
月 IIP
新
着 AA"AA1

g

図 16伊
霊童

日 S著知
本 E作つ
人教権て
の科得

震書士
はご
どノ
ヤ市ヅ フ

与iif古フト
ら直2谷弓

周5竹1山3く毅キ栄与壬
ソ内1折1る著男ォf
海?信4哲1のほほ特
嬰?夫ォ雄ォかかか許
著文著 著著

空
海
言
葉
の
輝
き

わ

が

父

魯

迅

信
仰
と
テ
ロ
リ
ズ
ム

ア
ン
ト
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ザ
l
著

ア
ゼ
チ
ウ
メ

タ
ロ
ウ

伊

予

の

山

河

畦

地

梅

太

郎

著

新

上

海

パ

メ

ラ

・
ヤ
ツ
コ
著

世
界

一
孤
独
に
な
っ
た
日
本
人イ
ジ
リ
カ
ズ
オ

井
尻
千
男
著

ホ
ン
ト
は
教
え
た
く
な
い
資
産
運
用
の

ア
ン
マ

カ

ラ

ク

リ

安

問

伸

著

ナ
カ
ミ
ト
ン
オ

首

相

補

佐

官

中

見

利

男

著

本
気
で
叱
っ
て
抱
き
し
め
て
オ
ク
モ
ト
チ
エ

奥
本
千
絵
著

オ
オ
タ
ヨ
シ
ミ
ア

え
っ
!
学
校
を
変
え
る
太
田
佳
光
ほ
か
著

フ
ナ
セ

ン
ユ
元
ケ

S
A
R
S

船
瀬
俊
介
若

人
は
な
ぜ
病
院
で
感
染
す
る
の
か
?

オ

オ

タ

ミ

チ

オ

太
田
美
智
男
著

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
て
も
太
ら
な
い
っ

て
ホ
ン
ト
?

J

-
シ
ユ
ワ
ル
ツ
著

ア

ラ

イ

ア

キ
ラ一

住

ま

い

汚

れ

解

消

術

荒

井

章

著

。

ム

ナ
カ
ヤ
マ
ミ

ス
ズ

に
が
い
が
う
ま
い

中
山
美
鈴
著

つ
フ
ロ
が
教
え
る
」
き
ほ
ん
の
イ
タ
リ
ア
ン

ン
ヤ
カ
イ
ジ
ヨ
ウ
ホ
ウ
パ
ン
グ
ミ

N
H
K
社
会
情
報
番
組
編

知
っ
て
て
よ
か
っ
た
子
ど
も
の
応
急
手
当

ト
ム￥，ヨ内
4
fユ内
ι

キ
ユ
ウ
キ
ヨ
ウ
拘
平

東
京
救
急
協
会
編

リ
y
プ
ウ
ン
ヨ
ポ
ウ

ガ
ー
デ
ン
ペ
イ
ピ
ン
グ
立
風
書
房

ア
ト
ム
の
世
紀
は
じ
ま
る

コ
ウ

ペ
シ
ン
プ
ン
ハ
ン
シ
ン
ソ
ウ
キ
ヨ
ク

神
戸
新
聞
阪
神
総
局
編

プ
ロ
に
学
ぶ
書
の
楽
し
み
方
淡
交
社
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雷
鳴
の
夜

め
ぐ
り
あ
う
時
間
た
ち

マ
イ
ケ
ル
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
著

臨

?一色

姻

L
E

旅
先
で
再
会
し
た
男
と
女
。
偶
然
に
思

え
た
二
人
の
配
出
に
は
、
実
は
大
い
な
る

裏
が
あ
っ
た
・
:
。
こ
の
夏
、
劇
場
舞
台
化

が
決
定
し
た
作
品
。
四
日
間
の
せ
つ
な
い

恋
心
を
描
い
た
こ
の
作
品
の
ほ
か
、
恋
愛

中
篇
二
篇
を
収
録
。

¥
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て

/

/
新
着
コ

ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
¥

郷
土
の
歴
史
講
座

「
恐
る
べ
し
大
洲
の
水
軍
」

講
師

三
好
正
文
先
生

日
時

8
月
幻
日
制

9
時
却
分
1
日
時
泊
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜

-8
月
紅
白



8月号広報ああず 2003

8
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

受
け
て
安
心
電
気
の
調
査
4
年
に

1
回

無
料
で
実
施

当
協
会
の
調
査

技
師
が
お
伺
い
し

た
と
き
に
は
、
電

気
に
つ
い
て
の
心

配
な
点
や
疑
問
に

つ
い
て
、
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

側
四
国
電
気
保
安
協
会
愛
媛
支
部

大
洲
支
所
公

@
5
0
1
2

生
徒
募
集

今
治
精
華
高
校
通
信
制
課
程

今
年

4
月
か
ら
新
た
に
通
信
制
課
程

を
開
設
し
ま
し
た。

出
願
資
格

V
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
人

V

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
人

V
現
在
高
校
に
在
籍

中

(
休
学
を
含
む
)
の
人

V
高
等
学

校
を
中
途
退
学
し
た
人
。

《
新
入
学
》

後
期
生
出
願
期
間

平
成
日
年

9
月

1
日
1
9
月
初
日

前
期
生
出
願
期
間

平
成
時
年

2
月
日
日
1
4
月
凶
日

くらしの情報

8月2日出

8月3日(日)

《
転

・
編

入

学

》

随

時

募
集
定
員

9
0
0人

問
い
合
わ
せ
先

今
治
精
華
高
等
学
校

8
0
8
9
8
・
3
2
・
7
1
0
0

FSv・¥¥司
君
耳
目

g
σ
R
z
a
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・」司
¥

日
周
年
を
迎
え
た
検
察
審
査
会

今
年
は
検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ
れ

て
日
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
交
通
事
故

な
ど
の
被
害
に
遭

っ
た
の
に
、
検
察
官

が
事
故
の
加
害
者
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
(
不
起
訴
処
分
)
と
い
っ
た
場

合
に
そ
の
不
起
訴
処
分
の
善
し
悪
し
を

審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
会
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
内
大
洲
検

察
審
査
会
事
務
局

企
@
2
0
3
8

花
火
に
よ
る
火
災
の
防
止

-

燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
安
全
な

場
所
を
選
ぶ

2

風
の
強
請
ジ

一了
日
ハ
歩

ツ;
 

い
乾
燥
し
戸

4
G刊
J
川
悼
レ
¥¥
バ一日い

た
日

2

2
除
信
号
川

に
は
花
火

轟

拡

幅

期

延

¥

一/
入
す

t
4
n遣

の
わ

を
し
な
い

水
を

3

子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
な
い

4

花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
束
ね

て
点
火
し
た
り
し
な
い

8月9日出

8月10日(日)

8月13日休)

ご
存
知
で
す
か
?
健
康
増
進
法

た
ば

こ
か
ら
立
ち
上
る
「
副
流
煙
」

は
、
喫
煙
者
本
人
が
吸
う

「主
流
煙
」

よ
り
も
発
ガ
ン
物
質
な
ど
の
有
害
物
質

を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る

「
受
動
喫
煙
」
の
防
止
が
法
制
化
さ
れ
、

職
場
や
公
共
の
場
所
な
ど
の
施
設
管
理

者
に
対
し
、
必
要
な
防
止
措
置
を
講
ず

る
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
相
談
の
ご
案
内

大
洲
市
就
学
指
導
委
員
会
で
は
、
発

達
が
気
が
か
り
な
お
子
さ
ん
の
た
め
に

教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「就
学
や
入
学
後
の
学
校
生
活
に
不
安

が
あ
る
」
、
「
入
学
を
希
望
す
る
学
校
を

参
観
し
た
い
」
、
「適
切
な
治
療
や
教
育

機
関
を
き
が
し
て
い
る
」
、
「
家
庭
で
の

療
育
に
助
言
が
ほ
し
い
」
な
ど
に
つ
い

て
、
市
内
の
小
中
学
校
教
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す。

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
こ

ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談

・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

(
市
役
所

5
階
)

包

@
2
1
1
1
(内
線

5
4
0
)

8月14日休)

8月15日後)

8月16日比)

8月17日(日)

平成lJij年度 自衛官等募集案内

募集種目 資格 受付期間 試験期日

防衛
推 高卒(見込吉) 9月5日~

9月20・21日
薦 21歳未満の者 9月9日

大学校
高卒(毘込含) 9月12日~ 1ま11月8・9日学生
般 21歳未満の者 10月10日 2立12月H2日

防衛医科 高卒(見込含) 9月12日~1ま11月1・2日
大学校学生 21歳未満の者 10月10日 2ま12月3-5日

1ま9月23日

航空学生
高卒(見込含) 8月4日~ 2立10月18-幻日
21歳未満の者 9月10日 3攻(空)11月16日

-12月12日

看護学生
高卒(見込含) 9月12日~1ま10月19日
24歳未満の者 10月10日 2立11m1・22日

般曹 18歳以上 8月4日~ 1ま9月20日
候補学生 24歳未満の者 9月10日 2ま10月11-17日

曹候補士
18歳以上 8月4日~ 1立9月初日
27歳未満の者 9月10日 2立10月11-17日

自衛隊生徒
中卒(見込含) 11月4日~ 1立16年1月10日
17歳未満の男子 16年1月6日 2ま1月23-26日

男 18歳以上
随時受付

受付時にお知

2等陸・ 子 27歳未満の者 らせします

海・空士 女 18歳以上 8月4日~
9間一日子 27歳未満の者 9月10日

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
山
田
き
よ
版
画
展

1
故
郷
を
愛
し
郷
土
を
画
く

1

7
月
初
日
制

1
8
月

4
日
間

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
特
別
企
画

「
上
岡
美
平
展」

8
月

8
日
樹

1
8
月
口
日
間

V
大
洲
南
中
学
校
美
術
部
生
徒
作
品
展

8
月
初
日
同

1
8
月
白
日
間

2
否

展

示

時

間

日

時

1
口
時

、
叶

ほ

館

※
最
終
日
は
誇

ま
で

r担
保

関

休
館

毎
週
月
曜
日

制

ι

(祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

8月23自国

8月24日(日)

8月30日出

8月31日(日)

s:J 

水道業者の ι入
緊急漏水当番表世

徳森設備
公 25-4023
(有)佐々木鉄 工
ft26-0875 

備)丸電工業
ft24-5351 
(有菊地浄化槽センター
まま24-0013

(有)三 原設備
まま24-3783
松浦建設 (株)
ft25-5335 

(有)大和開発
ft25-3776 
附宮元建設
ft25-0901 

久保鉄 工 所
ft26一0537
(有)佐々木鉄工
ft26一0875

中央建設側
ft24-3556 
(有)神田鉄工所
ft24-4122 

神南設備
合 25-4684
附西 田 興産
まま25-2197

(有)アサノ設備
fi24一0783
省本建設工業(槻
合 24-5161

(有)いの水道設備
ft24-2216 
村 上 工業 (株)
fi24-3141 

(有)内田電気水道設備
会 25-2858
佐藤水道庖
ft24-4410 

(有)オクダ設備
公 24-3674
西国水道庖
合 26一0265

神南設備
合 25-4684
淳山水道工事庖
ft24-2583 

中央建設 (紛
合 24-3556
伊予屋住設
まま24-2541

※詳しくは自衛隊大洲募集事務所公24-4123
または大洲市役所市民課企24-2111 内線110

叫
川
削
ま
つ
り
お
決
六
会

彩桂 3 n 

り火干 品
まか'8 ヨ
す夜百午首
空発後
をの 8 4 
4 時 日

清?主主
JJf'1信u後八
ぷぺ ，'Rl'~ }II買
l砂即品翠

ーーーーーーーーーーーーーー可

一
一一-

E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 

平
成
同
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

写

真

の

部

大

洲
市

3
席

昨
年

8
月
号
ニ
同
凶
開
縄
緬
謂
欄

の

表

紙

写

真

冨

田

副

都
工
一
三
百

(県

コ
ン
ク

1
1
3覇
4
h

ア

在

自

画

b1

ル
特
選
)
が
全

F
F
L臨
厩
臨
断
固

国
品
作
品
の
中
か
ら

3
席
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
洲
の
よ
さ
を
皆

さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。
(
や
)

19 
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内
相談内 'e勺ヨr 日 時な ど 場所 な と 聞い合わせ先

人 4在 中目 談 8月8日(金)/午前10時~正午 大川公民館
急ぐときは法務局 fi 24-4155 

(法務省) 8月19日(火)/午前10時~正午 市役所3階会議室

人権擁護委員による 毎週月-水金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 fi 24-4155 

盤E 料 中目 談 所 9時~16 時(休日を除く) 人権相談室

~1' 政 中目 談
8月20日I水)/午前9時~正午 市役所3階会議室

急ぐときは fi 24-5072 (山本)
(総務省) 宮 24-4294(辻)

社会保険相談
8月6日(水)/午前10時~午後3時加分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

8月20日(水)/午前10時~午後3時泊分 fi 089-925-5105 

不動産無料相談 8月15日(金)/午前9時~午後4時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 合 24-4452

l一般相談 毎週月-水曜日
大洲市総合福祉l法律相談 毎週火-木曜日 受付は総合福祉センター1階

心配ごと介護相談 毎週金曜日 センター
社会福祉協議会窓口まで

(相談室直通)キ目 談 l 時間はいすれも fi 23-0313 
午前10B寺~正午、午後1時~午後4時 まま23-5629 
祝日年末年始を除く

家庭児童相談 月~金曜日/午前8時泊分~午後5時15分 市役所高齢福祉課 合 24-2111 内線 178
祝日年末年始を除く

人権・同和問題に 月~金躍日/午前8時泊分~午後5時15分 大洲隣保館 まま24-6100
関する何でも相談 祝日年末年始を除く 大洲福祉会館 fi 25-0947 

青少年相談電話 月~金曜日/午前8時泊分~午後5時15分 青少年センター まま24-7830
祝日年末年始を除く

ふれ愛スクール相談電話 月~木曜日/午目IT9時~午後4時
国J.L大洲青年の家内

fi 24-1414 
祝日年末年始を除く 大洲ふれ愛スクール

望E
~ と

圃司"、

tー百炎本目

※いすれも無料です。お気軽にご相談ください。

シ
リ
ー
ズ

6
h

川
川
の
き
ば
む

ι
@

譲
葉
の
観
音
ヶ
岳

今
か
ら
=
一
百
年
ほ
ど
前

の
こ
と
で
す
。
大
洲
を
治

め
て
い
た
加
藤
の
お
殿
様

は
、
毎
日
お
城
に
閉
じ
こ

も

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
見
か
ね
た
家
来
た
ち
は

考
え
た
末
、
四
季
折
々
の

風
景
が
美
し
い
譲
葉

(菅

田
)
に
、
お
殿
様
を
案
内

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

夏
の
こ
と
で
し
た
し
、

菅

田

涼
み
も
兼
ね
て
屋
形
船
で

肱
川
を
上

っ
て
行
き
ま
し
た
。
家
来
た
ち
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

緑
の
深
い
山
々
や
鮎
の
跳
ね
る
清
ら
か
な
川
の
音
を
楽
し
み
な

が
ら
川
を
上

っ
て
い
く
と
、
川
の
中
に
大
変
珍
し
い
島
の
よ
う

に
大
き
な
岩
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

お
殿
様
は
船
か
ら
降
り
、
河
原
か
ら
周
り
を
見
て
い
る
と
、

高
さ
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
る
高
く
険
し
い
先
の
尖

っ
た
岩

山
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
岩
山
に
登

っ
て
み
る
と
、
頂
上
に

は
、
古
く
か
ら
譲
葉
に
住
む
人
々
が
あ
が
め
て
い
た
観
音
様
が

お
祭
り
し
て
あ
り
ま
し
た
。
お
殿
様
は
、
頂
上
か
ら
の
眺
め
と

自
然
の
美
し
さ
に
感
動
し
、
こ
の
岩
山
を
「
観
音
ケ
岳
」
と
名

づ
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「
大
洲
の
昔
ぱ
な
し
と
里
う
た
」
第
什
話
か
ら A譲葉地区にある島のように大きな岩

市民の動き 大洲市内の交通事故

6月末現在 昨年同期

件数 128 122 

負傷者 170 162 

死者 。 l 

平成15年6月30日現在

35人 (+5) 

26人 (-4) 

出生

死亡

39，074人 (+19)

18，646人 (+11) 

20，428ノ、(+8) 

14，791世帯 (+16)

人口

男

女

|世帯数

今月の納税は

県民税 2期市

20 

( )内は対前月上E納期限は9月1日です
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